Monographs in Peadiatricus, Vol. 7 : Hypothalamic-Pituitary-Adrenocortical Regulation, R. P. Zurbrugg著, 83pp. S. Karger社, 1976(らいぶらりい) by 熊谷,朗 & KUMAGAI,Akira
〔らL、ぶらりL、ュ 
Monographs in Peadiatricus， 
Vol.7: Hypothalamic-Pituitary-Adrenocortical Regu1atio!1-
R. P. Zurbrugg著， 83 pp. S. Karger社 1976.
小児科双書の第 7巻で，新生児と小児の間脳，下垂体，副腎皮質系の調節に関
して，実際のデーターを示しながら，その内検査の可能なかぎり，臨床的問題に
つきのべられている。
本書の副題にも書かれているように，特に血中コ Jレチゾール値の日内リズムを
中心として，新生児よりの発達過程でどのように変化して行くか，新生児，小児
の特色は成人に比較しどのように異っているかなどを主眼点としている。
最初に間脳，下垂体，副腎皮質系の機能の検査方法がのべられ，特に血清のコ 
Jレチゾ‘ール値の日内リズムの検査の方法につき述べ，次に新生児より発達過程で
間脳，下垂体，副腎系がどのように変って行くかについて述べられている。
まず多数例の新生児，乳児，小児と分けて血中コルチゾーJレ値を測定してみる
と新生児の日内リズムはリズムは 12時間と 16時間 l周期と分かれ， 乳児は 12
時間，小児となると成人と等しく 24時間となる， これは発達過程で外界の環境
や習慣に適合して行くためで、あると述べられている。
次に色々な疾患時にこういったリズムがいかに変動するかについてのべ中枢系
の器質的疾患では短縮するが，増副量はあるo これに対し下重体性小人症で・は増
副量がきわめて少ない。その他副骨髄質不反応性低血糖症，低血糖を伴う新生児
脳出血などの症例について成績を示し，その成立機序の関与などにもふれている。
次に時差による影響， 昼寝て夜おきる習慣の場合のリズムの変化， anorexia 
nervosa，肥満などの聞脳，下垂体， 副腎機能など， その因果関係についてくわ
しく述べられている。
最後に小児領域でも広範囲に副腎皮質ステロイドを使用さるるようになったの
で，ネフローゼ患児に長期投与時の間脳，下垂体，副腎機能について，投与前，
投与中，投与後に分けて血中のコ Jレチゾー ノレ値， ACTH負荷試験， vosopressm 
負荷試験などが述べられている。いずれも可逆性のものであるが，その機能的抑
制は成人に比し少ない印象をうけた。これは対象疾患がネフロ{ゼではなく端息
である場合はまた異って来るものであろう。
以上モノグラムの内容のあらましについて述べてみたが，私共内科医も ciト 
cadian rhythmーっとっても，その発育過程，特に出産直後より小児期になる
発達に伴つての変動をヒトについて研究される経過を読んでみて，これらの過程
の変化より，本来の circadianrhythmの必然性と，その形成に関与する種々
の因子につき，きわめて示唆にとむものである事が判明した。
考えてみると成人とことなり新生児の血液採取一つを考えても大変困難なもの
であるが，微量測定法の開発により，新生児，乳児，小児におけるこの方面の結
論が本書により得られたと思う。
なお 49図， 19表と目で見て理解出来るよう構成されており，楽しく早く読む
事が出来た。小児科の方もさることながら内分泌に興味ある方，生理学，特に環
境の生理学に興味ある方の必読の書と思った。(熊谷 朗)
〔千葉医学 52，106，1976J 
